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Rubyによる超絶技巧プログラミング

遠藤 侑介a)

概要：本稿は，実用性の観点を排除してプログラミング本来の美しさを追求する「超絶技巧プログラミン
グ」を提案する．このプログラミングにおいては，実用上意味のない目的や制約を設定し，それを充足す
るプログラムを書く方法を開発する．さらに，Rubyにおける超絶技巧プログラミングの実例を，その実
装技法の解説と共に 2つのテーマに分けて紹介する．1つは self-descriptiveな Rubyプログラム，もう 1

つは使用可能文字を制限した Rubyプログラムを書く方法である．これらの事例を通して超絶技巧プログ
ラミングの魅力を示し，また，プログラミング言語 Rubyの神秘性の一端を解き明かす．

キーワード：超絶技巧プログラミング, 難解プログラミング, quine, Ruby

Transcendental Programming in Ruby

Yusuke Endoha)

Abstract: We propose transcendental programming, which quests for the inherent beauty of programming

in disregard of usefulness. In our proposed programming, we set a non-practical goal and/or constraint, and

then develop a technique for writing a program that satisfies them. In addition, we show two case studies

of transcendental programming, with explanation of the implementation techniques. One is self-descriptive

Ruby programs, and the other is how to write Ruby program under a constraint that requires some kinds

of characters not be used. Through these studies, we show the fun of transcendental programming, and

illustrate some of the subtleties of the Ruby programming language.

Keywords: transcendental programming, esoteric programming, quine, Ruby

1. はじめに

「美しいプログラム」という時，その「美しさ」は「機
能美」を指していることが多い．例えば
• よく抽象化されていて無駄のない構造を持つ，可読性
やメンテナンス性の高いプログラム

• 高度な観察に裏付けされた工夫による，実行性能のよ
いアルゴリズム

• 組み込みシステムやブラウザなど，実行環境に厳しい
制約がある中で動作するプログラム

などが美しいと言われることが多い．ここで共通している
のは，いずれも実用性を追求しているということである．
しかし，人間が感じる美しさは実用性に基づいたものば
かりではない．例えば簡単にできるはずのことを，敢えて
手の込んだからくりの連鎖によって実現するルーブ・ゴー
a) mame@tsg.ne.jp

ルドバーグ・マシン*1や，紙を折ることで動植物や生活道
具の形を作る折り紙などは，実用性とは無縁だが多くの人
が美しさを感じる．プログラミングもこれらと同様に，実
用性とは無縁の面白さ・美しさを持つものであるが，この
点について議論されることは多くない．
そこで我々は，実用上意味のない目的・制約・テーマを

定め，それを達成するプログラムを作成する超絶技巧プロ
グラミングを提案する．これを通して，プログラミング本
来の面白さ・美しさを追求したり，使用するプログラミン
グ言語の神秘性を解き明かしたりすることができる．本稿
ではさらに，我々がこれまで取り組んできた超絶技巧プロ
グラミングの実例を紹介する．すべてを紹介することは紙
面の都合上難しいため，今回は使用するプログラミング言
語を Ruby[28]に限定し，さらにテーマを次の 2つに限定

*1 NHK 教育テレビの番組「ピタゴラスイッチ」に登場する「ピタ
ゴラ装置」の名でも知られる．

c⃝ 1959 Information Processing Society of Japan 1
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